
洛西ニュータウンアクションプログラムの今後の推進について 

 アクション 

プログラム策定年 
アクションプログラム計画期間(4 年間) ポスト AP（5 年目以降） 

 2016 年度(H28) 2017 年度(H29) 2018 年度(H30) 2019 年度(R1) 2020 年度(R2) 2021 年度(R3)～ 

推進・ステップアップのイメージ 

      

       

住宅流通促進に関する仕組みづくり 

      

公園の適切な維持管理の推進       

竹林公園子どもの広場での 

プレイパークづくり 

      

サイクリングによる 

観光の仕組みづくり 

      

情報発信の仕組みづくり 

      

サブセンターの活性化に向けた 

取組み 

      

住宅の流通促進に関する仕組みづくりの検討 

住み替えセミナー・相談会 

洛西モデルの作成 

住宅の流通促進に関する 

体制の立ち上げ 

住宅の流通促進体制の持続性を高めるための取組の

推進 

（活動資金と事業者ネットワーク等の確保） 

住み替えお助け 

ハンドブックの作成 

整備素案の作成 

（ワークショップの開催） 

設計の実施 

運営体制の検討 

案内看板の設置検討 

プレイパーク整備工事 

運営体制の構築・プレ実施 

（専門職（プレイワーカー）

＋ボランティア（プレイリ

ーダー）の体制想定） 

洛西支所によるネイチャーパークの実施 ネイチャーパークの継続？ 

竹林公園プレイパークの運営スタート 

老朽化設備の再整備など 

まちづくり通信の発行（年 4回） 洛西タウンライフとして刷新発行（年 4回） 

市民記者制度の検討・試行 

SNS を活用した情報発信 

（Facebook・インスタ） 

 

洛西ＴＬの持続的発行，SNS

の持続的運用に向けた仕組み

の検討 

（広告収入・市民記者体制の

拡充など） 洛西支所によるフォトコン 

市民記者による 

「洛西タウンライフ」の自立的・持続的発行 

プログラム作成 個別プロジェクトの推進 

持続的な仕組みづくりの検討 まちづくりの仕組みの運営 

スマートサ

イクリング

の実施 

サイクルオアシスの検討 

事業者を中心とした運営体

制の検討 
自転車観光について持続的

な実施体制の検討 

自転車観光マップの作成 

事業者を中心とした運営

体制の検討・事業実践 

サイクルオアシスの設定 

サイクルコースの検討 サイクルコースの検討・シ

ミュレーションツアー・ 

情報発信 

事業者を中心とした運営体制に基づく 

自転車観光の取組の実践 

雑誌媒体，デジタルサイネージ，動画発信などの取組 

まちづくりの仕組みと連動したプロジェクトの推進 

アンケートの実施 

（利用者・事業者） 

各サブセンター 

個別ヒアリング 

各サブセンター 

意見交換 

境谷コンビニ誘致 健康づくりの取組の試行実施（福西・境谷・新林） 

(仮) 

会館の機能更新，利用促進 

コンビニ誘致 

・・・・・・ 

資料１－２ 



 
 アクション 

プログラム策定年 
アクションプログラム計画期間(4 年間) ポスト AP（5 年目以降） 

 2016 年度(H28) 2017 年度(H29) 2018 年度(H30) 2019 年度(R1) 2020 年度(R2) 2021 年度(R3)～ 

子育て中のパパママの活躍できる場

づくりの取組 
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推進会議・運営会議 

      

まちづくり会社 

      

ステップアップサポート事業 

      

 

市役所の役割・取組 

      

洛西支所の役割・取組 
      

 

アクションプログラム

の作成を支援 

アクションプログラムの推進 

(京都市としての事業推進・住民等による活動の支援) 

推進会議等の事務局支援 
アクションプログラム終了後も， 

継続的にまちづくり事業を推進するための 

京都市・洛西支所の関与・支援のあり方は・・・ 

検討会議 
推進会議・運営会議 

ポスト AP に向けた推進体制の 

あり方について検討 

 

(あり方の視点例) 

・洛西ニュータウン全体のまちづくりを議論

する場 

・「新たな計画」の必要性について 

・まちづくり会社について 

・新たに発生するまちづくり課題について 

・行政と地域・市民・事業者が協働で進める

事業について 

・会議の事務局について 

小さなまちづくり会社の検討 

 

(現状で想定されるもの) 

◯住宅流通に関する体制 

◯観光・サイクリングに関する体制 

◯市民セクターを中心とした 

情報発信体制 

        など 

アクションプログラム後も継続的に洛西ニュータウ

ン全体のまちづくりを推進する枠組み 

 

(推進会議の位置づけイメージ例) 

・推進会議をベースとして，地域の課題や取組状況

を共有する場 

・京都市が実施するまちづくり事業の進捗を確認す

る場 

・まちづくり事業に対する地域の自治組織等の理解

と協力を確認する場 

・まちづくりの「新たな計画？」の推進を見守る場 

ポスト AP に向けた 

推進会議・運営会議の活性化 

現在想定している「まちづくり会社」とは・・・ 
・アクションプログラム（AP）で想定しているまちづくり会社は，まちづくりに貢献する収益事業を実施しながら，

その収益を活用して AP に位置づけられた事業の推進のための人的サポート，コーディネート等を実施する組織です。 

・現在，大きな収益をあげることのできる体制づくりは想定できていませんが，小さなお金を得ながらまちづくり事業

を進める体制づくりがテーマごとに進められており，それらを「小さなまちづくり会社」として考えています。 

・将来的には，これらの「小さなまちづくり会社」が収益性を高めたり，連携することで，AP で想定しているような

組織に育つことを目指しています。 

アクションプログラム後も継続的にまちづくり事業

を推進するための京都市の関与・支援 

ワーキングの推進・洛西支所としての事業推進 

小さなまちづくり会社

の立ち上げ 

まちづくり会社の連携

による総合化 

住民によるまちづくり活動の助成金による支援 

洛西ママパパのまちとのつながり

支援チーム立ち上げ準備会 

（チラシづくり講座など） 

マミーズアップの取組として，ママフリーランススクールの実施 


